
 

『学校(園)の教育目標』 

多様な人とかかわる中で、自他のよさを認め合い、協調して学び、新たな自分を発見できる子どもの育成 
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7 月 8 日（月）別府市校長会にて、大分合同新聞社担当者から周知依頼がありました。 

夏休みに数学と英語の「つまずき」解消を図り、「受験」に向けた準備を整えることを目的とし

て大分合同新聞社地域コミュニケーション局及び認定 NPO 法人「地域の宝支援センター」（講

師派遣）が主催。内容は中 1～２年の復習が６割。中３年１学期までの内容が４割程度。 

別府市内中学校 3 年生対象。期間は 8 月 7 日（水）～9 日（金）午前 9 時～12 時。 

会場は大分合同新聞社別府総局会議室。定員 30 名 申し込み締め切り 8 月 1 日（木）。 

応募多数の場合は抽選。保護者同席可。受講無料。購読の有無は問わないそうです。 

問い合わせ先：大分合同新聞社地域コミュニケーション局販売部。097-538-9650 

Mail：kano.kei@oita-press.co.jp なお、詳細は後日、中学 3 年生対象にチラシが届きます。 

7 月 8 日（月）別府市校長会にて、各議員からの質問、要望等について、学校教育課から答

弁等について説明がありました。 

１ 「ICT 機器の長時間使用の制限」については、家庭での端末使用は７月からインターネット

の使用時刻制限（２２時～６時）を実施。 

２ 「市独自の熱中症ガイドラインの作成」については、文部科学省のガイドラインを参考に、早

急に作成に取り組み、７月校長会で提示。 

※提示されましたので、本校もガイドラインに基づいて対応していきます。ご協力をよろしくお

願いします。 

３ 「授業時数削減」については、平均で標準授業時数を超えている状況。児童生徒の負担軽

減及び教職員の働き方改革として、令和７年度の教育課程編成に反映できるよう各校長へ伝

える。※授業時数等確認し、検討した上で可能であれば今年度中に着手します。 

 

異音がするので、職員トイレも含め、交換してもらいま

した。製造年が平成９年（１９９７年）。校舎建築当初（平

成１０年）から２６年間稼働していました。 

製造企業名が「ナショナル」。交換した製造企業名が

「パナソニック」。歴史を感じますね。子どもたちは知っ

ているかなあ。 


